
図－1 筑後川水系概略図 
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図－2 六五郎橋地点の塩分濃度の経年変化（1984年～2004年） 
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1. はじめに  筑後川下流域は、国内最大の干満差約 6ｍを有する有明海の影響を受け 23ｋｍに及ぶ感潮区

間を有している。筑後川下流域の感潮区間では近年の海面上昇や上流域における取水形態の影響を受け、塩

分濃度に長期的な変化が現れ、エツ・アリアケヒメシラウオ等の貴重種を含む生態系への影響が懸念されて

いる。著者らはこれまで、筑後川流域の総合的水管理を最終目標として、水質モデルを用いた筑後川下流域

の塩分濃度解析を試みている 1)、2)。感潮部上流域の塩分濃度の挙動につ

いては現象解明の観点から検討の余地が残されている。本研究では、既

存の観測データに基づき筑後川下流域の塩分濃度について基礎的知見を

得たものである。 
2. 研究対象地及び観測データ   筑後川水系の概略を図－1に示す。筑

後大堰は河口から 23.0km地点、六五郎橋は河口から 14.7km地点に位置

している。筑後大堰直下地点の平均流量は 117m3/s（1984年~2004年）

である。観測データとして、筑後大堰直下の日平均流量、六五郎橋地

点の毎時塩分濃度と有明海の大浦地点の毎時潮位（1984年~2004年）を用いた。 
3．観測結果及び考察   図－2に、六五郎橋地点における毎時塩分濃度の経年変化を示す。 
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図－3 大潮時における日平均塩分濃度の変化 

図－4 長潮時における日平均塩分濃度の変化                             

図－6 日平均流量とパラメータβの関係 

図－5 日平均流量と日平均潮位の関係 
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この図からも長期的に見て筑後川下流域

の塩水化傾向が認められるようである。

塩水化の原因については、海面上昇や取

水形態の変更などが指摘されているが検討

の余地が残されている 3）。図－3に、1次元

有限容積法を用いた日平均塩分濃度計算結

果を示す。大潮時における塩分濃度につい

ては、実測値との再現性が良好であること

から海水流入（潮位変動）と淡水供給との

混合によって支配される現象と考えられる

2）。一方、図－4に示されるように、長潮時

（小潮から 2～3日後）で生じる塩分濃度増

加は、1次元有限容積モデルで再現できないことが分かる。この長潮時の高塩分濃度は、
筑後川において常に確認されるわけではない。長潮時の海水混合については、既に小松

らによって同様の現象が川内川で確認されている 4)、5)、6)。小松らは、長潮時

の日潮不等係数βを定義し、潮位と淡水流量（若潮の日直前 3日間の河川水
流量の平均値 Qｆ（m3/s））との混合形態により平均水位 H０が高いほど、ま

たβの値が低いほど塩水混入が起こりやすいことを指摘し、下式を得ている。 

Qｆ‐H0の境界線：
6.0

0 )25(86.510 -=+ fQH   （１） 

Qｆ‐βの境界線： 4.0)25(33.1 --fQβ＝      （２） 

小松らの方法に従い整理した結果を図－5、6に示すが、川内川と同様の混合

形態に分類することは出来なかった。詳細については、1 次元あるいは 2 次

元の運動方程式を導入した塩分濃度解析を行う必要があり、今後の課題とし

たい。 
4．まとめ  本研究では、長潮時における筑後川下流域の塩分濃度に及ぼす
潮位変動や流量の影響把握を試みたが明瞭な関係性はみられなかった。今後、

塩分濃度解析モデルの構築を図り、筑後川の水質管理の観点、有明海に及ぼ

す影響などについて検討を行っていきたい。 
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